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「岡山畜産便り」のアンケート結果 

（社）岡山県畜産協会 

 

 「岡山畜産便り」は昭和２４年１１月から６２年の長い間発行を続け、通巻で６３

３号になっています。                                                 

 発刊当初は、岡山県が無料で発行していましたが、第６号から有料となり、昭和３

９年に発行が（社）岡山県畜産会へ移され、平成 15 年の合併により、今は（社）岡

山県畜産協会が発行しています。 

 長い歴史の中で、社会情勢が激変し、畜産に係る環境も大きく変わり、「岡山畜産

便り」をめぐる評価も変化しています。 

 そうした中で、「岡山畜産便り」の意義や果たす役割、コンセプトなどについての

意見が多く寄せられたため、平成２３年６月から７月にかけて、読者へのアンケート

調査を行いました。アンケートにご協力を頂いた方に対し、厚くお礼を申し上げます。 

 その結果は次のとおりでしたので、その概要を紹介します。              

 

１．回答数、(   )内は調査依頼数・箇所数 

回答のあった数は①岡山県職員１２０人(１４８人)、②農協・農業共済連職員１２

人( ２０人)、③農家１７人(３８人)④県職員ＯＢ１７人(３５人)⑤県外畜産関係機

関１１人(４２箇所)⑥畜産協会職員２５人(３１人)で、合計２０２人(３１４人・箇

所数)でした。 

 

２．アンケートの結果 

①畜産便りを読んでいますか。 

 毎回、興味のあるところだけ読むとの答えが６６％、すべてを読んでいるが１６％、

時々読んでいるが１０％で、９２％の人が畜産便りを読んでいるという結果でした。

一方、ほとんど読まない、全く読まないとの答えは １２人（６％）いました。 

 

②畜産便りにどのような感想をお持ちでしょうか。 

 中には興味のある内容があり参考にしているが７１％、毎回来るのを楽しみが１

１％で、特に県職員ＯＢは４７％の人が来るのを楽しみにしていると答えられました。 

 あまり興味がないが２５人（１３％）でした。  

 

③畜産便りの内容はいかがですか。 

 普通であるが６５％、わかりやすくてよいが２６％でした。内容が難しいと答えた

人は、わずかでした。 

 

④参考となるコーナーはどれですか。 
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 最も多かったのは「畜産農家の声」で５８％、ついで［技術のページ」が３１％、

以下、「家保のページ」３０％、「普及の現場から」２８％、「県民局だより」２８％、

「共済連だより」２０％、「畜産課」１５％、「畜産協会」１２％、最も低かったのが

「堆肥施設の紹介」で８％でした。なお、参考となるものとして、４月号の畜産関係

名簿をあげた人が数人いました。 

 

⑤参考にならないコーナーはどれですか。 

 参考にならないとする回答はあまりありませんでした。 

 

⑥年間１０回発行していますが、いかがですか。 

 ２ケ月に１回でよいが２９％、３ケ月に１回でよいが２５％、適当が２２％、４ケ

月に１回でよいが１３％でした。 

 

⑦今の表紙は農家の方の顔写真ですが、いかがですか。 

 現在の農家の顔でよいが８０％で、他の方がよいとの回答はわずかでした。 

 

⑧今のコーナー以外に新しく掲載したらよいと思われるものがありますか。 

 「消費者の声」との答えが４９％と最も多く、ついで「畜産関係業者」が２７％、

「地産地消」が２２％、「大学からの声」が１６％、「耕畜連携事例紹介」が１３％で

した。 

 

⑨発送先はどうですか。 

 今のままでよいとの答えが３０％、少なくしてもよいが２２％、今以上にすべきで

あるが９％でした。 

 

⑩出版方法についてお聞きします。 

 紙の媒体がよいとの答えは６０％で、特に県職員ＯＢで９４％、農家で７６％と割

合が高く、インターネットでよいとの答えが２８％で県職員では３９％でした。 

 

⑪年間購読料２，０００円についてお伺いします。 

 高いとの答えは２９％、適当との答えは２４％、安いとの答えは９％でした。 

 

⑫主な意見として次のようなものがありました。 

 ・畜産便りの読者の対象は、畜産関係者なのか、農家なのか。購読の対象があいま

いである。 

 ・回数を減らして、１回当たりの内容を充実すべきである。 

 ・特集・企画性・シリーズものなどの掲載を望む。 

 ・「いきいきネット」のように全農家へ無料で配布したらよいのでは。 
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 ・ネットによる配信でよいのでは。 

 ・事務所に１冊の送付でよいのでは。 

 ・もっと畜産協会が原稿を書くべきである。 

 ・競馬開催案内は不要ではないのか。 

 ・最近、文体もよくなったうえに素材も多面的になり、非常に読むのが楽しくなっ

たので、継続を望む。 

 ・畜産協会と関係のある組織や個人の記事が中心となっている。 

 ・ホームページの復刻版は参考になる。 

 ・白紙が目立つので、レイアウトを工夫した方がよい。 

 ・国や他県に配布する意味がわからない。 

 ・本当に発行する意味があるのでしょうか。 

 ・記事を書いた人の顔写真を載せれば、よく分かってもらえる。 

 ・畜産便りのコンセプトを今一度再考頂きたい。 

 ・畜産便りのあり方を協議する検討会を開催すべきである。 

 ・紙での媒体が記録の再現性・確認・保存で電子媒体より貴重だと思う。 

 ・畜産界の“きずな”の役割が大きい。 

 ・畜産農家の声を取り上げ、これに対する助言、解決策等があれば紙面で回答する

ようなことは考えられないか。 

 ・専門的なことだけでなく、人生訓・ことわざなどを入れ、楽しく読めるようにし

てもらいたい。 

 ・ＯＢの雑感などは不用なのではないか。 

 ・編集は大変だが、各分野の声が聞かれる畜産便りはなくすべきではない。 

 ・一読者として興味深い記事が掲載されている時もあり、楽しみである。 

 ・一度休刊して反響をみたらどうか。 

 ・鮮明な写真をのせるように。 

以上がアンケートの結果です。 

 

３．まとめ 

全体を通じて①全体的によく読まれている。②内容も理解してもらえている。③発

行回数を少し減らした方がよい。④「畜産農家の声」がよく読まれていて、表紙の顔

としても評価が高い。⑤農家の人にも興味をもって読んでもらっている。⑥紙での出

版を望む人が多い。⑦発行後、ネットでの配信を望む⑧消費者の声をもっと載せてほ

しいなどの意向や意見でありました。今後、この内容を分析して、よりよい「岡山畜

産便り」にしていきたいと思いますので、今後ともご愛読の程よろしくお願いします。 


